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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、2000年代以降、少雨と多雨が数年周期で繰り返される極端気候下の
アフリカ・アジア熱帯乾燥地域における生業の変容と人々の対処を明らかにすることにある。現地調査に基づく
研究の結果気候の極端化状況において,確認できた事項は,1)生業の多様化(農牧漁業以外の賃労働等も含む)(ブ
ルキナファソ,カメルーン,ザンビア,インド),2)栽培作物の転換(あるいは栽培種選択の多様化)(インド,アルジ
ェリア),3)移住による新規農地の開拓(ザンビア)であった.

研究成果の概要（英文）：This study aims at strategies of livelihoods and their contemporary 
characterisics in African-Asian arid lands under the extrem weather.
As a result, diversification of livlihoods, change of crops and new exploitation of farm land by 
migration were remarked.     
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１．研究開始当初の背景 
地球温暖化に伴って起こる,乾燥地域の干ば
つが多大な関心を集めてきた.1960 年代末よ
りアフ リカ,サハラ南縁地域で始まった干ば
つを契機として,気候の乾燥化が生業と人間
生活へ及ぼす影 響に関する多くの研究は,こ
うした関心の現れの一例であるといえる.し
かし過去半世紀のスケールでみると,サハラ
南縁における降水変動傾向は,1950-69 年の
湿潤期,1970-93年の干ばつ期,そして1994年
以降の「多雨年・少雨年頻繁交代モード期」
に 3 分され,乾燥化のみがこの地域の現代的
気候変動の特徴ではない.このような極 端気
候は,サハラ南縁のみならず,変動パターンは
異なるものの,東部・南部アフリカおよび南ア
ジアの乾燥地においても広くみられる.極端
気候が顕著に出現した現代は,激しい降雨変
動条件下で営まれてきた乾燥地の生業と生
活を,少雨のみならず多雨状況からも学術的
に考察できる機会を提供 するだけにはとど
まらない.極端気候がもたらす多大な災害へ
の対処法を,乾燥地の在来知と現代的特徴か
ら導き出し、食糧の安全保障、人間の安全保
障に研究を通じて貢献する機会でもある. 
 
２．研究の目的 
極端な高温・低温,極端な干ばつ・多雨などの
気候現象は,様々な面で人間の安全保障を脅
かす存在となる.気候の極端化は,人間の 居
住環境を悪化させるにとどまらず,食糧生産
に多大な悪影響を及ぼし,それは時には紛争
にも結びついていく.本研究の目的は,常態的
に不安定な気候変動下で営まれてきた,アフ
リカ・アジア 乾燥地の生業戦略に関する在
来知とその現代的特徴を明らかにすること
にあるが,その先には,極端気候による生活基
盤の崩壊を抑止し,人間の安全保障に貢献す
る方法の検討という最終目標を見 据えてい
る.そのために,アフリカ・アジア乾燥地にお
いて現地調査を重ねてきた研究者が集積す
る 調査データによる地域間比較と,環境変動
に関するグローバルおよびローカルな情報
との統合によって,極端気候下にある現代乾
燥地の生業戦略を動態的に解明することが
本研究の目的である. 
 
３．研究の方法 
生業戦略について,これまで研究参加者によ
る個別の研究で蓄積されてきた成果をもと
に比較することである.降雨変 動リスクに対
して,調査対象地で営まれてきた,農耕,牧畜,
漁労といった個別の生業を変容させること
による対処だけではなく,異なる生業を組み
合わせることによって対応するという傾向
も研究参加者のこれまでの研究から明らか
になったが,こうした研究成果の中から,比較
可能なもの,新たに 設定が必要な共通の調査
項目について議論を深める.この作業によっ
て、調査地域に共通する戦略だけではなく、
生態的,歴史的,政治・経済的,社会的な背景を

踏まえたうえでの,それぞれの調査地域に固
有な戦略も明らかになる。現地調査にあたっ
ては,研究参加者のこれまでの調査データを
さらに継続的に蓄積させると同時に,設定さ
れた共通問題意識に沿って,少雨年と多雨年
それぞれにおける農耕,牧畜,漁労における対
処に関する在来知も収集する.さらに,出稼ぎ
などの賃金労働の出現と変容といった生業
の多様 化戦略とその現代的様相に関する情
報も現地調査において収集し,調査地域間の
比較の中で極端気候下の生業戦略について
比較を深めていく.こうした現地調査データ
の比較作業によって極端気候下の生業戦略
と社会変容に関する地域間比較が可能とな
る. 
 
４．研究成果 
気候の極端化状況において,確認できた事項
は,1)生業の多様化(農牧漁業以外の賃労働
等も含む)(ブルキナファソ,カメルーン,ザ
ンビア,インド),2)栽培作物の転換(あるい
は栽培種選択の多様化)(インド,アルジェリ
ア),3)移住による新規農地の開拓(ザンビ
ア)であった. 
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